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昨
年
4
月
に
J
A
長
野
厚
生
連
篠

ノ
井
総
合
病
院
と
新
町
病
院
は
経
営
統

合
し
、南
長
野
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
踏
み
出
し
ま
し
た
。

篠
ノ
井
総
合
病
院
は
、半
世
紀
前
の

昭
和
42
年
に
地
元
の
篠
ノ
井
や
周
辺
市

町
村
の
住
民
や
J
A
の
皆
様
の
強
い

ご
要
望
に
よ
り
30
床
5
診
療
科
、医
師

5
名
を
含
む
職
員
総
数
37
名
と
い
う

小
さ
な
病
院
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
そ
の
後
患
者
数
の
増
加
と
と
も
に

増
床
を
重
ね
、
現
在
4
3
3
床
30
診
療

科
、医
師
1
1
8
名
を
含
む
職
員
総
数

9
5
0
名
の
長
野
地
域
の
基
幹
病
院
に

発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
町
病
院
は
、昭
和
37
年
7
月
に
地

元
の
行
政
、
農
協
、
そ
し
て
住
民
の
皆

様
の「
新
町
に
病
院
を
」
と
の
熱
い
要

望
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
当

時
は
内
科
、外
科
、産
婦
人
科
、耳
鼻
咽

喉
科
の
4
診
療
科
54
床
、医
師
5
名
を

含
む
職
員
21
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

以
降
、
地
域
に
密
着
し
人
口
流
出
、
高

齢
化
な
ど
様
々
な
地
域
的
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、地
域
の
医
療
の
確
保
と
健
康

の
維
持
・
向
上
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
1
4
0
床
、
常
勤
医
5
名
を

含
む
職
員
数
1
8
6
名
と
な
り
、西
山

地
区
の
へ
き
地
医
療
や
慢
性
期
医
療
を

担
っ
て
い
ま
す
。

篠
ノ
井
総
合
病
院
が
現
在
行
っ
て

い
る
新
町
病
院
へ
の
診
療
支
援
は
、循

環
器
内
科
外
来
、
総
合
診
療
科
外
来
、

小
児
科
外
来
、婦
人
科
健
診
、透
析
、整

形
外
科
・
脳
神
経
外
科
の
リ
ハ
ビ
リ
、

健
康
管
理
部
や
当
直
業
務
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
新
町
病
院
で
も
当
院

と
同
じ
電
子
カ
ル
テ
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、一
昨
年
10
月
以
降
当
院
か
ら
転

院
す
る
患
者
の
入
院
診
療
へ
も
支
援

の
輪
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
4
月

か
ら
は
新
町
病
院
待
望
の
常
勤
医
師

新年のご挨拶
南長野医療センター
統括院長

小
こ い け

池　健
けん い ち

一
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を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
新
町
病
院
等
へ
の
医
師
派
遣
の

実
績
が
評
価
さ
れ
、平
成
30
年
8
月
に

地
域
医
療
人
材
拠
点
病
院
、昨
年
10
月

に
は
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
の
指
定

を
受
け
ま
し
た
。
1
つ
の
病
院
と
な
っ

た
の
で
、こ
れ
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
病

院
の
課
題
は
共
通
の
問
題
と
し
て
捉

え
、解
決
に
向
け
知
恵
を
絞
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
町
病
院
の
診
療
圏
域
で
あ
る
西

山
地
区
の
医
療
提
供
体
制
を
堅
持
し
、

そ
し
て
篠
ノ
井
総
合
病
院
で
の
急
性

期
医
療
、
新
町
病
院
で
の
回
復
期
・
慢

性
期
医
療
と
機
能
分
担
を
図
り
、少
子

高
齢
化
が
一
層
進
む
10
年
後
、20
年
後

を
見
据
え
た
地
域
医
療
構
想
の
モ
デ

ル
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
年
も
救
急
医
療
に
加
え
て
、脳
血

管
内
治
療
や
腹
腔
鏡
手
術（
外
科
、
泌

尿
器
科
、
婦
人
科
）な
ど
の
高
度
医
療

を
篠
ノ
井
総
合
病
院
が
担
い
、回
復
期
・

慢
性
期
の
医
療
は
新
町
病
院
で
行
う
な

ど
、
シ
ー
ム
レ
ス
な
医
療
を
提
供
し
、

長
野
市
南
西
部
地
域
の
方
々
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
が
こ
こ
ま
で
発
展
で
き
ま

し
た
の
は
、
地
域
住
民
の
皆
様
、
地
元

J
A
、
地
元
市
町
村
な
ど
の
行
政
、
地

元
医
師
会
、信
州
大
学
な
ど
の
関
係
大

学
の
絶
大
な
る
ご
支
持
、
ご
援
助
、
ご

指
導
あ
っ
て
の
賜
物
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
今
ま
で
行
っ
て
き
た
高
度
で
特

色
あ
る
医
療
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
医
療
を
常
に
提
供

し
、
病
院
の
基
本
理
念
で
あ
る「
患
者

本
位
の
医
療
」を
実
践
す
る
こ
と
に
よ

り
、患
者
満
足
度
の
高
い
病
院
を
目
指

し
ま
す
の
で
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

Minami Nagano Medical Center
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感
染
症
と
は

感
染
症
の
原
因
と
な
る
病
原
体
が
体

の
中
に
侵
入
し
、
さ
ら
に
体
の
中
で
増

え
る
こ
と
で
発
熱
な
ど
の
症
状
が
出
る

病
気
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

病
原
体
と
い
う
の
は
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
、
真
菌
（
カ
ビ
）、
寄
生
虫
な
ど
に

分
類
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
病
原
体

が
体
の
中
に
侵
入
し
て
も
症
状
が
出
る

場
合
と
、
症
状
が
出
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
症
状
が
出
て
感
染
症
と
な
る
か

ど
う
か
は
、
病
原
体
の
感
染
す
る
力
と

人
の
体
の
抵
抗
力
の
バ
ラ
ン
ス
で
決
ま

り
ま
す
。

主
な
病
原
体

【細菌】
大腸菌、サルモネラ菌、結核菌など

栄養源さえあれば分裂して同じ細菌を
増やすことができます。人の体の中に
侵入して病気を起こす細菌もいますが、
納豆菌など人の生活に身近な細菌もい
ます。人の体にはたくさんの細菌が存
在しており、皮膚の表面や腸の中の環
境を保っています。

【ウイルス】
インフルエンザ、エイズ、エボラなど

細菌の1/50の大きさで、最も小さい病
原体です。ウイルス自体だけでは増殖
することができず、他の生物の細胞に
入り込んで増殖します。

【真菌（カビ）】
白癬菌（水虫）、カンジダなど

真菌は小さな胞子をまき散らすため、
空気中や土壌の中に存在します。体内
に吸い込まれたり、皮膚に接触したり
して増殖します。

【リケッチア】
ツツガムシ病など

細菌の仲間ではありますが、他の生物
の細胞内で増殖するという特徴があり
ます。また多くの種類があり、ネズミ
などの小動物や、ダニやノミなどを媒
介して感染をひきおこします。

【マイコプラズマ】
マイコプラズマ肺炎など

細菌の仲間ではありますが、他の細菌
と違って細胞壁をもたないといった特
徴があります。気道などに感染します。

0.5μm
|

10μm

1μm
|
4μm

20nm
|

450nm

125nm
|

150nm

3μm
|
5μm

100mm 10mm 1mm 100μm

マダニ

10μm

ヒト細胞 真菌 細菌 リケッチア マイコプラズマ ウイルス

1μm 10nm100nm

リケッチアリケッチアリケッチアリケッチアリケッチアリケッチア

100nm100nm100nm100nm100nm100nm100nm100nm
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マイコプラズママイコプラズママイコプラズママイコプラズマ ウイルスウイルスウイルスウイルスウイルスウイルスウイルスウイルスウイルスウイルスウイルスウイルスウイルスウイルスウイルスウイルスマイコプラズママイコプラズママイコプラズママイコプラズママイコプラズママイコプラズマ
病原体の
大きさ

特 集

感
染
予
防

今
は
冬
の
真
っ
最
中
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
、
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
が
流
行
す
る
季
節
で
す
。

感
染
症
を
予
防
す
る
に
は
、
ま
ず
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

感
染
症
の
基
礎
知
識
か
ら
予
防
法
ま
で
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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感
染
経
路

感
染
症
が
拡
が
る
に
は
原
因
と
な
る

病
原
体
が
、
人
の
体
に
侵
入
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
病
原
体
が
ヒ
ト
に
侵
入

す
る
た
め
の
経
路
に
は
主
な
3
つ
の
感

染
経
路
が
あ
り
ま
す
。

①
接
触
感
染

②
飛
沫
（
ひ
ま
つ
）
感
染

③
空
気
感
染

で
す
。

感
染
症
の
種
類
に
よ
っ
て
、
感
染
経

路
は
異
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
汚
染
さ
れ
た
水

や
食
品
、
血
液
、
昆
虫
な
ど
を
媒

介
し
て
感
染
す
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。

コ
レ
ラ
、
食
中
毒
、
デ
ン
グ
熱
な
ど

100mm 10mm 1mm 100μm

マダニ

10μm
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細菌
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真菌

10μm10μm10μm10μm10μm10μm10μm10μm10μm10μm10μm10μm10μm10μm10μm

真菌
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ヒト細胞

10μm
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10μm
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10μm

ヒト細胞ヒト細胞 真菌

③空気感染
結核、麻しん（はしか）、
水痘（みずぼうそう）

空気中に含まれた病原体を吸い
込むことで感染します。

②飛沫感染
インフルエンザウイルス、
百日咳、マイコプラズマなど

咳やくしゃみの飛沫（しぶき）に
含まれた病原体を吸い込むこと
で感染します。

①接触感染
ノロウイルス、

腸管出血性大腸菌（O-157など）

感染した人の体液や排泄物など
に含まれた病原体に接触するこ
とで感染します。
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感
染
症
予
防
の
た
め
の
心
が
け

大
切
な
の
は
、「
う
つ
ら
な
い
」「
う

つ
さ
な
い
」「
も
ち
こ
ま
な
い
」
の
3

つ
を
意
識
す
る
こ
と
で
す
。
感
染
症
か

ら
自
分
自
身
は
も
ち
ろ
ん
周
り
の
人
も

守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
手
指
衛
生

流
水
と
石
け
ん
に
よ
る
手
洗
い
や
ア

ル
コ
ー
ル
製
剤
に
よ
る
手
の
消
毒
の
こ

と
を
、
ま
と
め
て
『
手
指
衛
生
』
と
、

い
い
ま
す
。
感
染
症
の
原
因
と
な
る
病

原
体
の
多
く
は
、
私
た
ち
の
手
に
付
着

し
ま
す
。
病
原
体
が
付
着
し
た
手
で
鼻

や
口
、
目
に
触
れ
る
と
粘
膜
か
ら
病
原

体
が
侵
入
し
ま
す
。
私
た
ち
の
手
は
多

く
の
病
原
体
を
運
ん
で
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
自
分
に
「
う
つ
ら
な

い
」
よ
う
に
、
人
に
「
う
つ
さ
な
い
」

た
め
に
、
ま
た
ご
家
庭
や
学
校
、
職
場

に
「
も
ち
こ
ま
な
い
」
た
め
に
し
っ
か

り
手
指
衛
生
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
、
外
出
先
な
ど
で
多
く
の

人
が
接
触
す
る
と
こ
ろ
に
触
れ
た
後
に

も
手
指
衛
生
を
忘
れ
ず
に
。

手指衛生のタイミング

・トイレのあと
・食事や調理の前
・学校や職場から帰宅する前（学校や職場で手指衛生）
・帰宅した時（自宅で手指衛生）

手のひらを合わせて
よくこする1親指のつけ根を

洗う5 指先や爪の間を
念入りにこする3

手の甲を伸ばす
ようにこする2手首を軽く

握りながら洗う6 指の間も十分に
洗う4

手洗いの手順
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②
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
時
は
周
り

の
人
へ
飛
沫
（
し
ぶ
き
）
が
飛
ば
な

い
よ
う
に
、
マ
ス
ク
で
鼻
と
口
を
覆

い
ま
す
。
マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い
時

は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
ハ
ン
カ

チ
で
口
と
鼻
を
覆
う
よ
う
に
し
ま
す
。

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
ハ
ン
カ
チ
が

な
い
時
は
、
肘
の
内
側
で
口
と
鼻
を
覆

い
ま
す
。
手
で
咳
や
く
し
ゃ
み
を
受
け

た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。
流
行
期
に
人
ご
み
に
出
る
際

は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
生
活
の
場
で
の
対
策

頻
繁
に
触
れ
る
ド
ア
ノ
ブ
や
ス
イ
ッ

チ
な
ど
は
、
他
の
箇
所
よ
り
も
念
入
り

に
清
掃
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
手
を
拭
く
た
め
の
タ
オ
ル
の
共
有

は
で
き
る
だ
け
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
時
々
窓
を
あ
け
て
空
気
を
入

れ
換
え
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
で
き
れ

ば
室
内
の
湿
度
は
50
～
60
%
程
度
を

保
つ
よ
う
に
し
ま
す
。
調
理
器
具
の
洗

浄
は
し
っ
か
り
行
い
、
特
に
生
の
肉
や

魚
に
使
用
し
た
調
理
器
具
は
洗
浄
後
、

塩
素
系
漂
白
剤
で
消
毒
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

④
ワ
ク
チ
ン
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
流
行

期
に
入
る
前
に
接
種
を
済
ま
せ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
高
齢
者
や
小
さ
な

お
子
さ
ん
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

る
と
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に
も
体
調
の
良
い

時
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、

抗
体
を
獲
得
で
き
る
ま
で
に
2
週
間
ほ

ど
必
要
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
約

5
か
月
間
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
て
も
、
す
べ
て
の
人
が
感
染
し
な

い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
し
た
か
ら
と
安
心
せ

ず
、
日
頃
の
体
調
管
理
を
し
っ
か
り
行

い
ま
し
ょ
う
。

マスクは鼻と口をお
おって着けましょう1ハンカチなどが無く、

他に方法がないときは
肘でおおいましょう

5 使ったティッシュは
ゴミ箱へ捨てましょう3

マスクが無いときは
ティッシュやハンカチ
で鼻と口をおおいま
しょう

2咳やくしゃみが出る
ときは周りの人から
離れましょう

6

1〜2m

汚れた手はしっかり
洗いましょう4

咳エチケット
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⑤
健
康
管
理

1
年
の
う
ち
約
半
年
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
や
感
染
性
胃
腸
炎
（
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
な
ど
）
の
流
行
期
で
す
。
日
頃
か
ら

の
体
調
管
理
と
し
て
、
食
事
や
睡
眠
な

ど
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

近
年
、
抗
菌
薬
が
効
か
な
い
薬
剤
耐

性
菌
が
世
界
中
で
増
え
て
い
る
こ
と
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

薬
剤
耐
性
菌
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
効
果
の
あ
っ
た
抗
菌
薬

を
使
う
事
が
で
き
ず
治
療
が
難
し
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
十
分
な
治
療

が
行
え
ず
、
死
に
至
る
可
能
性
も
高
ま

り
ま
す
。
新
し
い
抗
菌
薬
の
開
発
が
難

し
い
状
況
な
ど
も
あ
り
、
W
H
O
（
世

界
保
健
機
構
）
で
は
、
2
0
1
5
年

5
月
に
「
薬
剤
耐
性
に
関
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」
が
採

択
さ
れ
、
加
盟
国
で
は
2
年
以
内
に
自

国
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
を
策
定
す

る
よ
う
に
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

で
は
、
2
0
1
6
年
4
月
に
「
薬
剤

耐
性
（
A
M
R
）
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
2
0
1
6
｜
2
0
2
0
」
が
取
り

ま
と
め
ら
れ
、
5
年
間
で
取
り
組
む
べ

き
項
目
が
６
つ
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

薬
剤
耐
性
菌
を
生
み
出
さ
な
い
た
め

に
、
私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
が
「
抗
菌
薬
適
正
使
用
」

で
す
。

●
薬
剤
耐
性
菌

抗
菌
薬
は
細
菌
を
壊
し
た
り
、
細
菌

の
発
育
を
阻
止
し
た
り
す
る
薬
の
た

め
、
細
菌
に
と
っ
て
は
と
て
も
都
合
の

悪
い
薬
な
の
で
す
。
細
菌
は
様
々
な
方

法
で
抗
菌
薬
か
ら
逃
れ
よ
う
と
、
抗
菌

薬
に
対
す
る
抵
抗
を
強
め
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
が
薬
剤
耐
性
菌
で
す
。
抗
菌

薬
を
使
う
こ
と
で
、
抗
菌
薬
に
効
果
の

あ
る
細
菌
は
や
っ
つ
け
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
抗
菌
薬
の
効
か
な
い
薬
剤
耐

性
菌
が
生
き
残
り
、
増
殖
す
る
こ
と
に

「薬剤耐性（AMR）対策アクションプラン2016-2020」

・薬剤耐性に関する知識や理解を深め、専門職等への教育、
研修を推進普及啓発・教育

・薬剤耐性及び抗微生物薬（抗菌薬）の使用量を継続的に
監視し、薬剤耐性の変化や拡大の予兆を的確に把握動向調査・監視

・感染予防・管理の実践により、薬剤耐性微生物拡大を阻止感染予防・管理

・医療、畜水産物等の分野における抗微生物剤の適正な使
用を推進

抗微生物剤の
適正使用

・薬剤耐性の研究や、薬剤耐性微生物に対する予防・診断・
治療手段を確保するための研究開発を推進研究開発・創薬

・国際的視野で多分野と協働し、薬剤耐性対策を推進国際協力

AMRリファレンスセンターHP　一般の方へ　アクションプランより

抗
菌
薬
の
適
正
使
用

ご
存
知
で
す
か
？
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な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
幅
広
く
様
々
な

細
菌
に
効
果
の
あ
る
抗
菌
薬
を
、
不
十

分
な
量
や
期
間
で
使
用
す
る
こ
と
で
薬

剤
耐
性
菌
は
生
み
出
さ
れ
る
の
で
す
。

●
私
た
ち
に
も
で
き
る

　
抗
菌
薬
適
正
使
用

抗
菌
薬
は
細
菌
に
効
果
の
あ
る
薬
で

す
。
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

ウ
イ
ル
ス
に
は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

抗
菌
薬
に
は
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
副
作

用
も
あ
り
ま
す
。
抗
菌
薬
は
医
師
の
指

示
通
り
服
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。医

師
は
、
患
者
さ
ん
に
合
っ
た
抗
菌

薬
と
適
切
な
量
、
期
間
を
考
え
て
処
方

し
て
い
ま
す
。
症
状
が
よ
く
な
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
自
己
判
断
で
服
用
を
中
止

す
る
と
、
血
液
の
中
の
抗
菌
薬
の
濃
度

が
減
っ
て
し
ま
い
、
細
菌
を
完
全
に

や
っ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
症

状
が
無
く
な
っ
て
も
細
菌
が
体
の
中
に

残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
き
ち

ん
と
服
用
し
ま
し
ょ
う
。
途
中
で
服
用

を
や
め
て
し
ま
っ
た
抗
菌
薬
を
、
取
り

置
き
し
て
お
く
こ
と
も
や
め
ま
し
ょ

う
。
次
に
使
う
時
必
ず
し
も
効
果
が
あ

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
原
因
と
な
っ
て

い
る
細
菌
が
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

し
、
そ
も
そ
も
原
因
自
体
違
っ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
残
し
て
お

い
た
抗
菌
薬
を
他
の
人
に
渡
し
た
り
、

他
の
人
か
ら
抗
菌
薬
を
も
ら
っ
た
り
と

い
う
こ
と
も
、
思
わ
ぬ
副
作
用
が
引
き

起
こ
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
た
め
、
や

め
ま
し
ょ
う
。

地
域
で
は
、
1
年
を
通
し
て
様
々
な

感
染
症
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
冬

に
な
る
と
毎
年
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

感
染
性
胃
腸
炎
が
流
行
し
、
私
た
ち
の

生
活
を
脅
か
し
ま
す
。
ま
た
流
行
期
の

医
療
機
関
に
は
多
く
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
、
感
染
性
胃
腸
炎
な
ど
の
患
者
さ
ん

が
受
診
し
ま
す
。
各
医
療
機
関
で
は
感

染
症
が
拡
が
ら
な
い
よ
う
に
、
感
染
対

策
を
強
化
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
流

行
期
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
、

必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
受
診
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、発
熱
や
咳
、

下
痢
や
お
う
吐
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方

の
ご
面
会
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
。
医

療
機
関
に
入
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん

は
、
体
力
や
抵
抗
力
が
低
下
し
て
い
る

た
め
、
感
染
症
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま

う
こ
と
で
死
に
至
る
可
能
性
も
あ
る
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
感
染
症
は
医
療
機

関
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
地
域
全
体

の
大
き
な
問
題
と
と
ら
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
地
域
全
体
に
感
染
症
が
拡
が

ら
な
い
よ
う
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
取
り
組
む
感
染
対
策
を
広
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
で
取
り
組
む
感
染
対
策
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Q
&

A

医
療

テ
ー
マ「
訪
問
看
護
」

Q1
訪
問
看
護
と
は
、ど
ん
な
サ
ー

ビ
ス
で
す
か
？

A
訪
問
看
護
と
は
、看
護
師
が
お
宅
に

訪
問
し
て
、そ
の
方
の
病
気
や
障
が

い
に
応
じ
た
看
護
を
行
う
こ
と
で
す
。ご
自

宅
に
お
い
て
利
用
者
さ
ん
が
よ
り
自
立
し

た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
様
に
、

健
康
状
態
の
悪
化
防
止
や
、回
復
に
向
け
て

お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

主
治
医
の
指
示
を
受
け
、病
院
と
同
じ
よ

う
な
医
療
処
置
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
と
い
う
希
望
に

沿
っ
た
看
護
も
行
い
ま
す
。

Q2
訪
問
看
護
は
、ど
ん
な
看
護

を
し
て
く
れ
ま
す
か
？

A
看
護
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

健
康
状
態
の
観
察
、病
状
悪
化
の
防
止
・

回
復
、療
養
生
活
の
相
談
と
ア
ド
バ
イ
ス
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、医
師
の
指
示
に
よ

る
処
置（
栄
養
チ
ュ
ー
ブ
や
尿
の
管
理
、呼

吸
障
害
の
看
護
、点
滴
等
）、痛
み
の
軽
減
や

服
薬
管
理
、24
時
間
緊
急
時
の
対
応
、在
宅

で
の
看
取
り
支
援
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
介
護

用
品
の
相
談
、主
治
医
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・

薬
剤
師
・
歯
科
医
師
と
の
連
携
な
ど
で
す
。

Q3
ど
ん
な
人
が
訪
問
看
護
を
受

け
ら
れ
ま
す
か
？

A
医
師
が
訪
問
看
護
が
必
要
と
認
め

た
方
で
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、病

状
や
障
が
い
が
軽
く
て
も
重
く
て
も
、訪
問

看
護
を
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
人
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

Q4
訪
問
看
護
は
、誰
に
相
談
し
た

ら
受
け
ら
れ
ま
す
か
？

A
か
か
り
つ
け
医
、受
診
し
て
い
る
医

療
機
関
、
お
近
く
の
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

介
護
支
援
専
門
員
、市
区
町
村
の
介
護
保
険

や
障
が
い
福
祉
の
担
当
窓
口
な
ど
で
ご
相

談
に
の
り
ま
す
。

Q5
訪
問
看
護
で
は
、ど
ん
な
人
が

来
て
く
れ
ま
す
か
？

A
看
護
の
専
門
職（
保
健
師
、看
護
師
）

が
伺
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
職（
理
学
療

法
士
）が
伺
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は「
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
し
の
の
い
」「
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
し
ん
ま
ち
」を
運
営
し
て
い
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
し
の
の
い
　

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
．0
2
6–

2
9
2–

2
2
6
1

◇
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ん
ま
ち
　
　

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
．0
2
6–

2
6
2–

3
1
1
1

南
長
野
医
療
セ
ン
タ
ー
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
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鼻から2拍かけて吸い…

脚を組み,腹部の圧迫を避ける

口をすぼめて4拍かけてはきます

息をはきながら手を挙げる

呼吸法

前かがみを避けた靴下着脱 腕を高く挙げる動作

「
呼
吸
器
疾
患
の
方
に
対
す
る

息
切
れ
の
少
な
い

日
常
生
活
動
作
の
工
夫
」

篠
ノ
井
総
合
病
院 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

作
業
療
法
士

市い
ち
か
わ川 

博ひ
ろ
よ
し祥

呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
存

知
で
す
か
？
肺
や
気
管
な
ど
呼
吸
器
の

病
気
に
よ
り
、
特
に
動
い
た
と
き
の
息

切
れ
か
ら
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し

た
方
を
対
象
に
、
息
切
れ
を
軽
減
し
て

生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

今
回
は
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
中
か
ら
息
切
れ
の
少
な
い
日
常
生
活

動
作
の
工
夫
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

但
し
、
息
切
れ
は
呼
吸
の
問
題
以
外
で

も
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
医
療

機
関
で
ご
相
談
下
さ
い
。

息
切
れ
を
生
じ
や
す
い
動
作
と
し
て
、

①
起
き
上
が
る
、排
便
、重
い
物
を
持
ち

上
げ
る
な
ど
息
を
こ
ら
え
る
動
作
、
②

上
衣
更
衣
、
洗
濯
物
を
干
す
、
高
い
所

の
物
を
取
る
な
ど
腕
を
高
く
挙
げ
る
動

作
、
③
靴
下
や
ズ
ボ
ン
の
着
脱
、
足
を

洗
う
、
下
の
物
を
拾
う
な
ど
前
か
が
み

の
動
作
、
④
髪
や
体
を
洗
う
、
拭
き
掃

除
な
ど
腕
を
反
復
し
て
動
か
す
動
作
が

あ
り
ま
す
。
①
は
息
を
止
め
て
し
ま
う

た
め
、
②
は
胸
の
動
き
を
制
限
し
て
呼

吸
が
し
に
く
く
な
る
た
め
、
③
は
腹
部

を
圧
迫
す
る
た
め
、④
は
呼
吸
が
浅
く
、

速
く
な
り
易
い
こ
と
が
息
切
れ
の
理
由

で
す
。

今
回
は
こ
れ
ら
の
工
夫
方
法
を
説
明

し
ま
す
。
ま
ず
共
通
し
て
大
切
な
事
は

呼
吸
法
で
す
。
鼻
か
ら
2
拍
か
け
て
吸

い
、
口
を
す
ぼ
め
て
4
拍
か
け
て
は
き

ま
す
。
動
作
前
後
・
動
作
中
に
意
識
し
て

実
施
し
ま
す
。

①
と
②
の
動
作
に
つ
い
て
は
息
を
は

き
な
が
ら
動
作
し
ま
す
。

③
の
動
作
は
脚
を
組
み
腹
部
の
圧
迫

を
避
け
た
り
、
息
を
は
き
な
が
ら
行
い

ま
す
。

④
の
動
作
は
ゆ
っ
く
り
行
っ
た
り
、

両
手
動
作
を
片
手
動
作
に
し
た
り
す
る

こ
と
で
呼
吸
が
意
識
で
き
る
よ
う
に
調

整
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
に
気
を
つ
け
て
い
て
も
、

息
切
れ
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
動
作
の
後
や
途
中
で
休
み
、

楽
に
な
っ
て
か
ら
再
開
し
ま
す
。

以
上
の
事
を
参
考
に
し
て
頂
き
、日
々

の
生
活
で
の
息
切
れ
軽
減
に
繋
が
れ
ば

幸
い
で
す
。

1.2.. . 1.2.3.4
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今回紹介してくれるのは、
篠ノ井総合病院 臨床工学技士

外
ほかま

間 信
のぶひと

人さん

පӃͰ͸༷ʑͳ৬һ͕ಇいͯいま͢ɻ
͜のίーφーͰ͸පӃの͓ࣄ࢓Λ঺հしま͢ɻ

「臨床工学技士」
第4回

篠ノ井総合病院 臨床工学技士

පӃͰ͸༷ʑͳ৬һ͕ಇいͯいま͢ɻ
͜のίーφーͰ͸පӃの͓ࣄ࢓Λ঺հしま͢ɻ

臨床工学技士」

新
し
い
時
代
を
迎
え
、私
達
を
取
り
巻
く
医

療
技
術
は
日
々
進
歩
し
、高
度
化
、複
雑
化
し

て
い
ま
す
。
様
々
な
医
療
資
源
が
あ
る
中
で

医
療
機
器
に
関
わ
る
部
分
も
多
く
あ
り
ま
す
。

臨
床
工
学
技
士
は
医
療
を
提
供
す
る
過
程
に

お
い
て
医
療
機
器
が
果
た
す
部
分
に
携
わ
り
、

医
療
の
質
や
安
全
、Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。
臨
床
工
学
技
士
の
仕
事
は
表
舞

台
に
出
る
事
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、幅
広

い
内
容
に
渡
り
ま
す
。

血
液
浄
化  

血
液
透
析
が
必
要
な
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、

外
来
の
人
工
腎
セ
ン
タ
ー
85
床
で
血
液
透
析
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
臨
床
工
学
技
士
の
業
務
は
、

透
析
装
置
の
準
備
・
操
作
、
透
析
に
必
要
な
針
の

留
置
、施
行
中
の
血
行
動
態
の
管
理
、透
析
液
の

作
成
・
品
質
管
理
、
装
置
の
点
検
・
修
理
に
加
え

て
、
透
析
を
行
う
際
に
針
を
刺
し
て
血
液
を
出

入
り
さ
せ
る
、バ
ス
キ
ュ
ラ
ー
ア
ク
セ
ス（
Ｖ
Ａ
）

の
管
理
に
も
Ｖ
Ａ
作
成
前
後
や
異
常
時
の
血
管

の
超
音
波
検
査
に
よ
る
評
価
、
狭
窄
・
閉
塞
時
の

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
ま
で
、
切
れ
目
な
く
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、在
宅
で
の
透
析
が
可
能
な
方

へ
の
、
導
入
指
導
、
在
宅
透
析
装
置
の
管
理
、
ト

ラ
ブ
ル
等
の
常
時
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
透

析
以
外
に
も
生
命

に
危
険
の
あ
る
血

液
・
全
身
状
態
の
患

者
さ
ん
に
対
し
て

の
急
性
血
液
浄
化

療
法
や
、過
剰
腹
水

に
対
す
る
腹
水
濾

過
濃
縮
再
静
注
法

を
行
っ
て
い
ま
す
。

医
療
機
器
管
理  

Ｍ
Ｅ
セ
ン
タ
ー
で
は
臨
床
工
学
技
士
が
常
駐

し
、院
内
の
医
療
機
器
を
中
央
管
理
し
て
い
ま
す
。

医
療
機
器
を
Ｍ
Ｅ
セ
ン
タ
ー
に
て
一
括
管
理
す

る
こ
と
に
よ
り
、
品
質
・
精
度
を
担
保
し
、
医
療

資
源
の
過
不
足
を

軽
減
す
る
こ
と
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

主
な
医
療
機
器
は

高
精
度
で
薬
液
を

注
入
す
る
輸
液
ポ

ン
プ
や
シ
リ
ン
ジ

ポ
ン
プ
、人
工
呼
吸

器
、患
者
さ
ん
の
不

意
な
転
倒
や
転
落
を
予
防
す
る
離
床
セ
ン
サ
ー

各
種
、エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
で
知
ら
れ
る

深
部
静
脈
血
栓
症
予
防
の
た
め
の
装
置
等
が
あ

り
ま
す
。
Ｍ
Ｅ
セ
ン
タ
ー
で
は
返
却
さ
れ
た
装

置
を
清
拭
、動
作
点
検
を
し
、安
全
に
使
用
で
き

る
状
態
に
し
て
準
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、各
医

療
機
器
の
精
度
点
検
を
定
期
的
に
行
い
、治
療
に

支
障
を
き
た
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
管
理
し
て

い
ま
す
。
入
院
患
者
さ
ん
の
状
態
を
常
に
把
握

す
る
生
体
情
報
モ
ニ
タ（
心
電
図
・
血
圧
な
ど
）

に
用
い
ら
れ
て
い
る
無
線
式
送
信
機
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
・
電
波
管
理
も
行
っ
て
い
ま
す
。

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル  

狭
心
症
や
心

筋
梗
塞
な
ど
の
心

臓
の
冠
動
脈
の
疾

患
や
、
心
機
能
の

検
査
、
下
肢
の
血

管
の
狭
窄
や
閉
塞

に
対
す
る
カ
テ
ー

テ
ル
術
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
救
急
搬
送
等
で
来
院
す
る
急
性

心
筋
梗
塞
な
ど
の
治
療
に
は
24
時
間
体
制
で
対
応

し
て
い
ま
す
。
臨
床
工
学
技
士
は
術
者
で
あ
る
医

師
の
隣
で
カ
テ
ー
テ
ル
操
作
を
介
助
し
て
い
ま
す
。

手
術
室
　

手
術
室
で
は
手
術
を
行
う
た
め
の
機
器
の
管

理
や
操
作
を
し
て
い
ま
す
。
全
身
麻
酔
を
行
う
た

め
に
必
要
な
麻
酔
器
や
生
体
情
報
モ
ニ
タ
、ほ
と

ん
ど
の
手
術
で
使
用
す
る
電
気
メ
ス
な
ど
の
管
理
・

点
検
も
行
い
ま
す
。
他
に
、腹
腔
内
や
胸
腔
内
の

手
術
を
低
侵
襲
で
行
う
内
視
鏡
手
術
を
行
う
た

め
の
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
、頭
蓋
内
や
鼓
膜
の
手
術

と
い
っ
た
非
常
に
細
か
い
手
技
を
要
求
さ
れ
る

手
術
に
お
い
て
視
野
を
拡
大
し
手
術
を
可
能
と

す
る
マ
イ
ク
ロ
顕
微
鏡
、
脊
椎
や
頭
蓋
内
、
鼻
腔

内
な
ど
の
周
囲
に
傷
つ
け
て
は
な
ら
な
い
神
経

や
臓
器
が
存
在
す
る
箇
所
を
手
術
す
る
際
に
、患

部
や
臓
器
の
位
置
を
確
認
で
き
る
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
、
手
術
で
の
出
血
を
回
収
・
洗
浄
を

行
い
患
者
に
赤
血
球
を
戻
す
こ
と
が
で
き
る
自

己
血
回
収
装
置
な
ど
を
使
用
す
る
場
合
は
、手
術

に
立
ち
会
い
装
置
の
準
備
や
操
作
を
行
っ
て
い

ま
す
。

人
工
心
肺  

心
臓
の
病
気
で
、重
症
な
冠
動
脈
疾
患
や
弁
膜

症
な
ど
の
手
術
の
際
は
心
臓
の
動
き
を
一
時
的

に
止
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
間
は
人
工

心
肺
装
置
と
い
う
心
臓
と
肺
の
機
能
を
代
行
し
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 8:30 業務開始
ＭＥセンターの機器の在庫状況を確認します。特に人

工呼吸器は継続的な医療の提供のため重要です。新規貸
出で、必要があれば点検に向かいます。

9:15 点検・整備
返却される機器の清拭・日常点検を行います。年間計

画されている対象の医療機器があれば定期の精密点検
を行います。

13:00 高気圧酸素治療
午前と午後各２件の治療枠があります。１名で装置

の操作を行い、１治療当りの合計所要時間は２時間程度
です。

15:00 点検・整備
ＭＥセンターに戻り、返却機器に随時対応します。中

央管理医療機器の故障はＭＥセンターで対応していま
す。

16:50 申し送り・ミーティング
一日の修理・点検・トラブル対応等の報告を、各部署集

合して行います。

9：00 申し送り・ミーティング
ＭＥセンター以外の、心カテ室、手術室等のスタッフ

も集合して前日・拘束時間帯の業務内容の申し送りをし
ます。当日の業務内容の確認をします。

10:30 病棟ラウンド
人工呼吸器、補助循環装置、保育器等の点検を、各病

棟をラウンドして行います。問い合わせがあればその
場で対応します。

15:30 病棟ラウンド
病棟ラウンドは１日２回行います。頻回のラウンド

点検により医療事故を未然に防ぎます。人工呼吸器の
使用状況確認と同時に配置の調整を行います。

臨床工学技士のある1日
（ＭＥセンターの場合）

臨床工学技士になるには
臨床工学技士になるには大学や専門学校などの臨

床工学技士養成校を卒業した後に臨床工学技士国家
試験に合格する必要があります。養成校では、医療
現場で働くための医学を学ぶ他、電気・電子工学や
材料工学、更には安全管理学まで幅広く学びます。

て
い
る
装
置
で
呼
吸
循
環
を
維
持
し
ま
す
。
人

工
心
肺
装
置
は
心
臓
の
手
前
の
血
管
に
留
置
し

た
管
か
ら
血
液
を
導
き
、血
液
に
酸
素
を
加
え
て

（
肺
の
役
割
）、血
液
ポ
ン
プ
を
用
い
て
心
臓
の
出

口
の
血
管
か
ら
脳
・
全
身
へ
血
液
を
送
り
出
し
ま

す
。
臨
床
工
学
技
士
は
人
工
心
肺
装
置
を
操
作

し
て
患
者
さ
ん
の
循
環
動
態
を
き
め
細
か
く
調

節
し
な
が
ら
、術
者
と
連
携
し
て
ス
ム
ー
ズ
な
手

術
の
進
行
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

高
気
圧
酸
素
治
療  

当
院
の
高
気
圧
酸
素
治
療
は
、ひ
と
一
人
が
寝

た
状
態
で
入
る
形
で
、分
厚
い
ア
ク
リ
ル
で
出
来

た
円
筒
形
の
タ
ン
ク
の
形
を
し
て
い
ま
す
。
主

に
脳
梗
塞
、
潰
瘍
や
末
梢
血
管
障
害
、
一
酸
化
炭

素
中
毒
を
適
応
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
治
療
で

は
、純
酸
素
を
２
気
圧（
水
深
10
ｍ
と
同
じ
圧
力
）

ま
で
加
圧
し
た
状
態
を
１
時
間
維
持
し
ま
す
。

臨
床
工
学
技
士
は
加
圧
の
速
度
を
調
節
し
な
が

ら
快
適
に
治
療
で
き
る
様
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、こ
の
タ
ン
ク
内
の
環
境
下
で
は
、静
電
気

な
ど
で
発
火
す
る
と
大
事
故
に
繋
が
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
治
療
開
始
前
に
、患
者
さ

ん
が
発
火
す
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
身
に
着

け
て
い
な
い
か
な
ど
を
確
認
し
、安
全
に
治
療
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

集
中
治
療  

集
中
治
療
領
域
で
は
多
く
の
医
療
機
器
が
使

用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
呼
吸
補
助
の
た

め
に
人
工
呼
吸
器
、循
環
補
助
の
た
め
に
Ｉ
Ａ
Ｂ

Ｐ（
大
動
脈
内
バ
ル
ー
ン
パ
ン
ピ
ン
グ
）や
Ｐ
Ｃ

Ｐ
Ｓ（
経
皮
的
心
肺
補
助
装
置
）、腎
機
能
を
代
行

す
る
た
め
に
Ｃ
Ｈ
Ｄ
Ｆ（
持
続
血
液
浄
化
）等
々
、

重
症
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
多
く
の
医
療
機
器
を

使
用
し
ま
す
。
臨
床
工
学
技
士
は
こ
れ
ら
を
非

使
用
時
か
ら
常
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
し
て
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、使
用
中
は
安

全
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
使
用
中
点
検
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ペ
ー
ス
メ
ー
カ  

心
臓
の
脈
に
異
常（
不
整
脈
）が
あ
る
人
に
使

用
さ
れ
る
機
械
で
す
。
胸
部
の
皮
下
に
本
体
装

置
と
、心
臓
に
刺
激
を
与
え
た
り
受
け
た
り
す
る

電
線（
リ
ー
ド
）が
植
え
込
ま
れ
ま
す
。
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
を
埋
め
込
ん
だ
患
者
さ
ん
は
、定
期
的

に
来
院
し
て
い
た
だ
き
、臨
床
工
学
技
士
に
よ
る

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
チ
ェ
ッ

ク
内
容
は
、電
池
の
残
量
、リ
ー
ド
の
状
態
、ペ
ー

シ
ン
グ
が
正
常
に
行
え
て
い
る
か
ど
う
か
、不
整

脈
イ
ベ
ン
ト
の
確
認
を
行
い
ま
す
。
状
態
の
変

化
や
異
常
が
あ
り
設
定
変
更
が
必
要
な
と
き
は
、

担
当
医
師
と
設
定
変
更
を
考
慮
し
ま
す
。
最
近

で
は
、ご
自
宅
に
専
用
の
送
信
機
を
設
置
す
れ
ば
、

病
院
ス
タ
ッ
フ
が
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
の
情
報
を
閲

覧
で
き
る
、遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
が
多

く
導
入
さ
れ
て
お
り
、患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も

主
に
臨
床
工
学
技
士
が
管
理
し
て
い
ま
す
。
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この深山和えは、新町病院で提供しているメニューです。病院食の場合は、
酢の酸味を柔らかくするために、合わせ調味料は火にかけて提供しています。
かぼすや柚子などを酢の代わりに絞れば、一層風味豊かにお召し上がりい
ただけます。

① 鶏ささみは筋を取り、茹でて冷ましてから食べやすい大きさに裂く。
② 生しいたけは軸を取り、薄くスライスし、茹でて冷ます。
③ 大根おろしはザルにあけ、適度に水をきっておく。
④ オクラは塩茹でをし、小口切りにする。
⑤ Ａを合わせ、①～④を全て混ぜて和える。

作 り 方

材料（2人分）
鶏ささみ
生しいたけ
大根おろし
オクラ
    だし汁
    酢
    砂糖
    塩

調
理
の
ϙ
イ
ン
ト

ɹ
大
ࠜ
は
部
位
に
よ
っ
て
使
い
分
け
る
と
よ
り
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。
大
ࠜ
༿
に
近
い
部
分
に
は
؁

み
が
あ
り
、
α
ラ
μ
な
ど
の
生
食
に
向
い
て
い
ま
す
。

細
く
な
っ
て
い
る
先
୺
は
ਏ
み
が
強
く
、
ᖱ
め
物
や

ࣽ
物
に
࠷
適
で
す
。
お
ろ
し
に
す
る
場
合
は
、
ਏ
み

の
有
無
や
޷
み
で
お
ろ
す
部
位
を
બ
ぶ
と
良
い
で

し
ょ
う
。

材料（2人分）
大根
豚バラ肉
小麦粉
サラダ油
かいわれ大根

・・・・・・・・・・・・・・・・・・４０ｇ
・・・・・・・・・・・１５０ｇ
・・・・・・・・・・・・・・適量
・・・・・・・・・・大さじ１

・・・・・・・適量
（飾り用）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・４０ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・２枚
・・・・・・・・・・・・・・・８０ｇ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５ｇ
・・・・・・・・・・・・小さじ２

・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ２
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ｇ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々

水

醤油
砂糖
酒
みりん

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７０ｇ
（１/３カップ）

・・・・・大さじ１と１/２
・・・・・大さじ１と１/２
・・・・・・・・・・・・・・・大さじ２
・・・・・・・・・・・大さじ1

ೆ௕໺ҩྍηϯλʔ新ொපӃ
ӫཆ࢜

ୋݟ�ӳཬ߳
͔ͨΈ ͑Γ͔

① 大根は１cm厚さの半月切りにして、豚バラ肉を巻
き、綴じ目を下にして小麦粉を全体にふりかける。

② フライパンに油を入れ、温まったら①の綴じ目の方
を下にして中火で両面こんがりと焼き目がつくま
で焼く。

③ 余分な油をキッチンペーパーで拭き取り、Ａを全て入れ、蓋をして弱火～中火
で途中裏返しながら煮詰める。煮汁がなくなったら皿に盛りつけ、かいわれ
大根を飾って出来上がり。

作 り 方

食
材
の
ӫ
ཆ
に
つ
い
て

ɹ
大
ࠜ
は
野
ࡊ
の
中
で
࠷
多
の
生
産
量
で
、

日
本
で
ݹ
く
か
ら
食
べ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

種
類
が
๛
෋
で
、
各
地
に
特
௃
的
な
地
大
ࠜ

が
あ
り
ま
す
。
ਏ
み
大
ࠜ
で
有
名
な
長
野
市

の
た
た
ら
大
ࠜ
、下
ᑍ
村
の
਌
ా
ਏ
ຯ
大
ࠜ
、

ࡔ
৓
町
の
ね
ず
み
大
ࠜ
な
ど
長
野
ݝ
の
中
で

も
様
々
な
種
類
の
大
ࠜ
が
あ
り
ま
す
。
一
ൠ

的
に
広
く
出
回
っ
て
い
る
の
は
੨
ट
大
ࠜ
と

い
う
種
類
で
、
生
食
・
ࣽ
物
・
௮
物
な
ど
ສ

能
で
す
。
ࠜ
の
部
分
に
は
で
ん
΀
ん
を
分
解

す
る
消
化
߬
素
も
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
߬
素

は
熱
に
ऑ
い
の
で
、生
食
が
お
す
す
め
で
す
。

大
ࠜ
༿
に
も
、Ќ
�
カ
ロ
テ
ン
・
カ
ル
シ
ウ

ム
・
ビ
タ
ϛ
ン
$
が
た
っ
΀
り
含
ま
れ
て
い

る
の
で
ࣺ
て
ず
に
ᖱ
め
物
や
お
ຯ
઻
ो
な
ど

に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

̍ਓ෼のӫཆՁ
エネルギー ……253kcal
たんぱく質 ………10.9ｇ
脂質 ……………29.2ｇ
塩分 …………… 1.6ｇ

大根の下ゆでをせずに火が通るので手軽に作ることができます。豚バラ肉
ではなくしゃぶしゃぶ肉などを使うとさっぱりとした仕上がりになりますので、
お好みでお肉の種類を変えてみても良いかと思います。

̍ਓ෼のӫཆՁ
エネルギー …… 38kcal
たんぱく質 ……… 5.3ｇ
脂質 …………… 0.2ｇ
塩分 …………… 0.4ｇ

A

A

　
ࠜ
の
部
分
の
水
分
を
ࣦ
わ
れ
な
い
よ
う
に
、

大
ࠜ
葉
は
切
り
落
と
し
て
保
存
し
ま
す
。
洗
っ

て
あ
る
も
の
は
、
新
ฉ
ࢴ
で
包
む
か
ポ
リ
ା

に
入
れ
て
ྫྷ
ଂ
ݿ
保
存
し
、
土
෇
き
の
も
の

は
土
に
埋
め
て
保
存
す
る
と
઱
度
が
長
持
ち

し
ま
す
。
ྫྷ
ౚ
保
存
す
る
場
合
は
、
大
ࠜ
お

ろ
し
に
す
る
か
ߗ
め
に
ᣐ
で
た
も
の
に
し
ま

し
Ỷ
う
。

鮮
度
を
保
つ
に
は
・
・
・

今回の食材 大　根深山あえ
み や ま   

大根の豚肉巻き

健
康
レ
シ
ピ

栄養科
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の
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分
の
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を
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な
い
よ
う
に
、
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と
し
て
保
存
し
ま
す
。
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る
も
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は
、
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で
包
む
か
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に
入
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、
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・
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トピックス

小
川
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設「
バ
ス

テ
ィ
高
府
」
に
て
10
月
3
日（
木
）に
今
年

度
第
2
回
目
と
な
る
地
域
医
療
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
当
院
内
科
の
細
川
副
院
長

に
よ
る
講
演「
健
康
に
つ
な
が
る
糖
尿
病
」

を
行
い
、糖
尿
病
の
症
状
、治
療
に
つ
い
て
、

ま
た
糖
尿
病
は
様
々
な
病
気
と
関
係
す
る

怖
い
病
気
で
あ
る
と
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
当
院
健
康
管
理
科
近
藤
主

任
保
健
師
に
よ
る
講
演「
生
活
習
慣
病
予

防
に
つ
い
て
～
信
州
A
C
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
は
～
」を
行
い
、生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

運
動
を
無
理
せ
ず
少
し
ず
つ
続
け
る
こ
と

の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
講
演
会
は
病
院
内
で

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
病
院
を
出
て

地
域
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
50
名
を

超
え
る
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
年
間
4
回
ほ
ど
行
っ
て
い

る
地
域
医
療
講
演
会
で
す
が
、
今
後
も
地

域
に
出
向
い
て
の
講
演
会
を
計
画
し
、
地

域
の
み
な
さ
ま
の
健
康
増
進
、
健
康
寿
命

延
伸
の
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま

す
。大

学
卒
業
後
に
国
家
資
格
で
あ
る
医
師

免
許
を
取
得
さ
れ
た
研
修
医
３
名
が
当
院

で
11
月
か
ら
1
月
末
ま
で
１
か
月
交
代
で

研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
当
院
が

篠
ノ
井
総
合
病
院
の
医
師
臨
床
研
修
の
一

震
度
６
の
地
震
発
生
を
想
定
し
、防
災
・

災
害
対
応
訓
練
を
11
月
2
日（
土
）に
行
い

ま
し
た
。

地
域
住
民
、看
護
学
生
、新
町
病
院
の
皆

さ
ん
に
参
加
・
協
力
し
て
い
た
だ
き
、見
学

や
患
者
役
を
演
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

医
師
、看
護
師
だ
け
で
な
く
、多
く
の
医
療

ス
タ
ッ
フ
が
、
自
分
の
役
割
に
沿
っ
て
多

く
の
患
者
さ
ん
を
受
入
れ
ら
れ
る
よ
う
ト

リ
ア
ー
ジ
を
行
う
な
ど
、
緊
張
感
の
あ
る

訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

環「
地
域
医
療
」の
研
修
協
力
施
設
の
た
め

で
す
。

今
回
の
研
修
で
は
、
外
来
診
療
や
へ
き

地
医
療
を
学
ぶ
と
い
う
観
点
か
ら
、
毎
月

1
回
信
州
新
町
地
区
の
2
カ
所
で
行
っ
て

い
る
当
院
の
へ
き
地
巡
回
診
療
に
も
出
向

い
て
い
ま
す
。

研
修
を
終
え
た
山
口
浩
平
医
師
か
ら
は
、

「
新
町
病
院
が
地
域
の
た
め
に
尽
力
し
て

い
る
様
子
や
へ
き
地
で
は
様
々
な
患
者
の

訴
え
に
対
応
し
て
い
く
総
合
的
な
能
力
や

知
識
を
持
っ
た
医
師
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
実
感
で
き
た
良
い
研
修
で
し
た
。」と
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

防
災
・
災
害
対
応
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た

センター

同
セ
ン
タ
ー

篠
ノ
井
総
合
病
院
の
研
修
医
が

研
修
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す

しんまち

10
月
3
日（
木
）に
今
年
度

第
2
回
目
の
地
域
医
療
講
演
会

を
行
い
ま
し
た

しんまち
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トピックス

11
月
14
日
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー
と
さ
れ

て
お
り
、
全
世
界
で
糖
尿
病
の
予
防
や
治

療
継
続
の
重
要
性
に
つ
い
て
周
知
す
る
啓

発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
当
院
で
は
、
糖

尿
病
を
正
し
く
知
り
、
予
防
や
治
療
の
大

切
さ
に
つ
い
て
呼
び
か
け
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
相
談
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
血
圧
・
体

重
・
血
糖
測
定
や
、糖
尿
病
・
栄
養
・
薬
に
関

す
る
相
談
・
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
糖

尿
病
看
護
認
定
看
護
師
や
理
学
療
法
士
に

よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
に
は
診
察
の
帰
り
に
立
ち
寄
っ
て
い
た

だ
く
な
ど
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

11
月
22
日
は「
い
い
ふ
じ
」と
読
め
る
こ

と
か
ら
長
野
県
り
ん
ご
の
日
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
ち
な
み
、
11
月
22
日（
金
）

に
J
A
グ
リ
ー
ン
長
野
の
神
農
組
合
長
よ

師
会
も
全
面
的
に
協
力
し
災
害
時
に
備
え

る
た
め
、
早
急
に
体
制
作
り
を
し
て
い
き

た
い
。
ぜ
ひ
今
後
と
も
し
っ
か
り
や
っ
て

い
き
た
い
」と
挨
拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
当
院
救
急
科
医
長
の
一い
っ
ぽ
ん
ぎ
本
木

医
師
よ
り
急
病
セ
ン
タ
ー
の
実
績
報
告
、

消
化
器
内
科
部
長
の
三さ
え
ぐ
さ枝
医
師
よ
り
内
視

鏡
セ
ン
タ
ー
の
現
状
報
告
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

当
院
及
び
両
医
師
会
は
、
今
後
も
引
き

続
き
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
連
携
・
協
力
し
、
急
病
セ
ン

タ
ー
を
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

り
リ
ン
ゴ
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
元
長
野
の
お
い
し
い
リ
ン
ゴ

を
入
院
患
者
さ
ん
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

早
く
元
気
に
な
っ
て
退
院
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
と
の
思
い
か
ら
毎
年
い
た
だ
い

て
い
る
も
の
で
す
。
小
池
統
括
院
長
か
ら

は
毎
年
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
感
謝

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
頂
戴
し
た

リ
ン
ゴ
は
入
院
患
者
さ
ん
の
食
事
と
し
て

提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
院
は
更
級
医
師
会
・
千
曲
医
師
会
と

協
力
し
、「
南
長
野
医
療
セ
ン
タ
ー
篠
ノ
井

総
合
病
院
・
医
師
会
急
病
セ
ン
タ
ー
」を
設

置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、急
病
セ
ン
タ
ー

懇
談
会
を
12
月
3
日（
火
）に
開
催
し
、
両

医
師
会
と
情
報
・
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。初

め
に
当
院
小
池
統
括
院
長
が
挨
拶
で

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
医
師
会
の
先
生
方

の
熱
意
と
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

今
後
は
医
師
会
と
協
力
し
災
害
医
療
に
も

迅
速
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
今
後
の
展

望
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
三
井
更
級
医
師
会
長
よ
り
、「
今

年
は
台
風
の
被
害
が
大
き
く
、
甚
大
な
被

害
が
出
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
時
こ
そ
医

世
界
糖
尿
病
デ
ー
に

啓
発
活
動

しののい

急
病
セ
ン
タ
ー
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た

しののい

J
A
グ
リ
ー
ン
長
野
様
よ
り

リ
ン
ゴ
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た

しののい
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診療科 月 火 水 木 金 土（1・4週）

内科

倉科 永井 小川 安村 鈴木貞 長坂
長坂 千野/和田 予 倉石 後 予 長坂 倉石 後 予 大学（血内）予

中牧（血内）月1 飯村 後 予 吉田（神内）予 髙橋（神内）予 信大
松井①/一瀬④

呼吸器 柳沢克 松尾 赤羽 柳沢克 堀内

腎臓
牧野 穴山 牧野 中村裕 牧野
田村 長沢 田村

内分泌
峯村 駒津 後 予 峯村 横田直 予 特診 予

横田直 横田直 柴田 山口 山内 後

山口 大岩

消化器
牛丸 牛丸 安藤 児玉 三枝
児玉 栁澤匠 三枝 後 安藤 後 予 栁澤匠

山崎（肝）後 予

睡眠呼吸センター 予 松尾
禁煙外来 予 午後 長坂/千野

総合診療科
松井 松井/菅谷 後 三木 山川淳 牛澤/小池洋

小池洋 穗苅 鈴木慶 鈴木慶/三木 後藤博/鈴木慶

山川淳 鈴木貞①/後藤博

漢方外来 予 午後 山川 山川

リウマチ
膠原病
センター

午前
下島 安村 上野 小川 原
小野 浦野 予 浦野 予 浦野 予 浦野 予

小野 永井 倉科 小野

午後 予

下島 松井 上野賢 石井①③⑤ 原
浦野 林①③⑤ 鈴木貞

中村②/松下④
呼吸器外科 青木孝 青木孝

循環器内科
橋詰 矢彦沢 丸山拓 鈴木翔 神﨑 交代制

小塚 小塚 小塚 小塚
心臓血管外科 名倉/小尾

小児科
午前

山川直 諸橋 諸橋 諸橋 中村真 諸橋
島 中村真 中村真 島 山川直 黒沢

黒沢 伊藤 島 黒沢 伊藤 伊藤
長谷川 予 長谷川 予 長谷川 予

午後 予 予防接種 慢性外来 乳児健診/慢性外来 慢性外来 慢性外来

外科

宮本 池野 宮本 池野 池野 池野
青木亮 後藤貴 五明 宮本 宮本 五明
秋田 五明 秋田 五明 秋田 青木亮①
北濱 岡田一 北濱 北濱 後藤貴④

渡邉 後 ②④ 予 青木亮 後藤貴 岡田一

整形外科

北川 北川 丸山正 丸山正 北川 外立
丸山正 外立 外立 野村 外立 野村
野村 根本 野村 臼田 根本 臼田
臼田 信大 根本 笠間 信大 根本

（交代制）
スポーツ疾患関節治療センター 丸山正 丸山正

脳神経外科
宮下 外間 村田 宮下 外間 交代制
村田 交代制 猪俣 交代制 黒岩

産科 本道 西村 武田 加藤 佐々 佐々
鹿島 中島 本道

午後 予 1か月健診

婦人科

鹿島 加藤 本道 武田 西村 中島
中島 松岡 松岡 松岡 加藤 武田
西村 中島 加藤 予 鹿島 武田 西村

木村 予 紹 本道 予 紹 木村 予 紹 西村 木村 予 紹

特殊外来 予 不妊症 不妊症 不妊症

南長野医療センター篠ノ井総合病院外来診療担当医表
2020年1月1日現在  （担当医表は予告なく変更することがあります）

18



診療科 月 火 水 木 金 土（1・4週）

泌尿器科
午前

杵渕 鈴木尚 和食 杵渕 杵渕/中沢 交代制
中沢 和食 大学 中沢 鈴木尚

和食② （和食）

午後 予
杵渕 鈴木尚 杵渕 杵渕/中沢

中沢 鈴木尚

眼科
午前 永田/上野あ 永田/上野あ 永田/上野あ 永田/上野あ/飯島 永田/上野あ

午後 永田 予 永田 予

皮膚科 予 紹
午前 木藤 木藤/岡田な 岡田な 木藤 木藤/岡田な

午後 木藤

形成外科 予 紹
午前 大坪 大坪/大学（月1） 大坪
午後 大坪/レーザー④ 大坪 レーザー②

耳鼻咽喉科
予 紹

午前
浅輪 浅輪 交代制 浅輪 浅輪
宮嶋 宮嶋 宮嶋 宮嶋

午後 専門外来 専門外来
心療内科 予 紹 大村 もの忘れ もの忘れ 大村 専門外来

口腔外科
予 紹

午前
柴田 柴田 柴田 柴田 柴田 交代制
中野 中野 中野 中野 中野

午後 大学
● 受付時間：8時00分～11時30分　● 休診日：毎月第2･3･5土曜日、日曜日、 国民の祝日、年末年始、当院の定める日　● 予約・紹介状がないと受診で
きない診療科があります。詳しくは各外来にお問い合わせ下さい。　● 救急患者さんにつきましてはこの限りではありません。

当院では、初診時に他の医療機関からの診療情報提供書（紹介状）をお持ちで無い患者さんから選定療養費5,500円（税込）を頂いております。
初診の際はできるだけ診療情報提供書をお持ちください。

予：予約制、紹：初診時に医療機関からの診療情報提供書（紹介状）が必要です、　 新：新患、　 後：午後、　 数字：週

● 外来受付時間は一部の科を除き午前８時００分～午前１１時３０分迄です。　● 休診日：毎月第2･3･5土曜日、日曜日、 国民の祝日、年末年始、当院の定める日　
● 循環器内科・神経内科・心療内科の診察は予約制です。

篠ノ井GHP…篠ノ井総合病院医師、　 数字：週

診療科 月 火 水 木 金 土（1・4週）

内科

本郷 細川 細川 堺澤 本郷 堺澤①
堺澤 中村裕 佐藤 細川 佐藤④

小瀬川 循環器外来①③
午後診察※予約制

佐藤

総合診療科 後藤博

神経内科 中川④
※予約制

心療内科 古屋①②③④
※予約制

小児科
諸橋  大塚 大塚

（午後・予防接種）
大塚 大塚 信大医師

外科
川手 検査・手術 川手 検査・手術 川手 川手

（外来休診） （外来休診）

整形外科
篠ノ井GHP①③ 竹山 下川 下川 竹山 木下

竹山②④
パート医師⑤

婦人科 村中
診療開始 午前10：00

耳鼻科

信大医師
午後診察
受付午後

2:00～4:30

信大医師
午後診察
受付午後

2:00～4:30

信大医師
午前診察
受付午前

8:30～11:30

眼科 吉田 新井（郷） 窪田 平林 吉田
皮膚科 山浦
泌尿器科 信大医師

内視鏡検査担当表 ※都合により変更する場合もあります

担当医
細川・佐藤 佐藤・堺澤 堺澤 細川・佐藤 堺澤
小瀬川 　 川手・横田有 穗苅 川手・穗苅 穗苅

2020年1月1日現在  （担当医表は予告なく変更することがあります）

南長野医療センター新町病院外来診療担当医表
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